
富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報17

みなさんのやる気を応援します!

「日本語教室」～これからの日本語教室～

総合型地域スポーツクラブ　クラブ富士山（町民体育館内）
受付時間：9：00～12：00　13：00～17：00（平日のみ）   TEL ７２－４７７２　
＊不在の場合は留守番電話になりますのでお名前と連絡先を入力してください。

連絡先：生涯学習課７２－６０５３

スペシャリストに学ぶ　第１弾　

※参加する日にち（3日間）とコース（昼・夜どちらか）を確認してお申し込み下さい。　※2名以上で開催します。
※参加費は各コース３日間で２０００円です。初日にお持ちください。
※前日・当日のお申込みは受付できませんのでお早めにお申込み下さい。

 

ワード入門より少しだけレベルを上げた内容です。昼の部では初めての計画です。

描画等、チラシや様々な表現を勉強しましょう。

人気の表計算ソフト、エクセルの基本的操作を習得していた
だきます。パソコンで様々な計算が出来る楽しさが理解でき
ます。

各種案内状などの文書を作るための基礎知識を習得して綺麗
な文章を作ってみましょう。

パソコンの基本的な操作ならこの講座！気軽にご参加下さい。
パソコン入門【昼】

パソコン入門【夜】

ワード入門【昼】

ワード入門【夜】

エクセル入門【昼】

エクセル入門【夜】

ワードレベルアップ【昼】

ワードレベルアップ【夜】

１月31日(火)～２月２日(木)  13:30～15:30

１月31日(火)～２月２日(木)  19:00～21:00

 2月 ７日(火)～ ９日(木)  13:30～15:30

 2月 ７日(火)～ ９日(木)  19:00～21:00

 2月14日(火)～16日(木)  13:30～15:30

 2月14日(火)～16日(木)  19:00～21:00

 2月21日(火)～23日(木)  13:30～15:30

 2月21日(火)～23日(木)  19:00～21:00

２-１

２-２

２-３

２-４

２-５

２-６

２-７

２-８

実施日時番号 コース名 講座の内容

パソコンの使い方を気軽に学んでみませんか？
【昼コース：橋本正行先生　　夜コース：渡辺康久先生】

2月のパソコン教室2月のパソコン教室2月のパソコン教室

申込み・問合せ　生涯学習課７２－６０５３まで。

対　象
場　所
時　間
日　時

期　日

場　所

定　員

持ち物
参加料

申込み

光美先生の

★個別教育相談★
2月1８日(土)　
午後1時30分～4時30分
中央公民館
幼児～中学生までの子どもと保護者
（保護者のみの相談もOK）

☆予約が必要です。生涯学習課72-6053までご連絡下さい。
☆相談内容、個人情報等は厳守いたします。

　現在、日本語教室では３つのレベルで日本語学習をしています。
１）日常会話はできるが、正しい文法や適切な語彙、日本事情･文化につい
　   て学習するレベル。
２）何とか、簡単な語彙と短い文（表現）で会話が成り立つが、十分とはいえ   
　  ないレベル。
３）限られた単語のみの使用で会話が成り立たないレベル。
現在は、会話学習を中心にレベルが分けられていますが、学習者の希望が
あれば、漢字学習を含む「読み書きクラス」、昼間の日本語教室を開講する
ことなども、今後、検討していきたいと思っています。今年は、学習者とボラン
ティアさんとで、イベントを企画し、課外学習や文化学習などを実施していく
予定です。

写真のプロが教える
うまく撮るための秘策＆アルバムカフェ

写真のプロが教える
うまく撮るための秘策＆アルバムカフェ

写真のプロが教える
うまく撮るための秘策＆アルバムカフェ

ママ・パパ大集合!

 

２月１２日（日）　　　　　　　　　  　　(有)キタムラ写真【クラブ富士山応援店】
第１部（10：30～11：30）　デジカメの秘密　～ 知らなかったデジカメの使い方 ～
　　　☆説明書を読むのはめんどくさい。
　　　　いつもAUTOしか使ったことが無い方朗報です。
第２部（13：30～14：30）　アルバムカフェ　～ お気に入りのアルバム作り ～
　　　☆撮った写真はデータのまま。これじゃもったいない。
　　　　マスキングテープを使ってかわいいアルバムに変身 ♥
子ども未来創造館音楽スタジオ
先着２０名（第1・2部参加可能な方）
第1部　デジタルカメラ・モデル（かわいいお子さん）
1500円（クラブ富士山会員・家族1300円）
※アルバムとプリント代込みの料金です

２月２日（木）９時より電話受付開始。定員になり次第締切ります。
＊一度に複数名のお申込みはお受けできません。

講　師
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つどいの広場では○：子育て相談、○：栄養相談、○：お誕生会を行っています。
事前の申し込み等はありませんのでお気軽にどうぞ。

子 栄 誕

休館日

0歳(ハイハイまで)を対象にしたこどみらマム
ベビー、１歳を対象にしたこどみらベビー、２・３
歳を対象にしたこどみらキッズで親子体操やふ
れあい遊びを楽しんでみませんか？

ぷち相談会

こどみらこどみん
バレンタイン
チョコ作り

こどみら
豆まき大会

こどみらベビー
こどみら
　　 マムベビー

からだであそぼ 将棋大会

ベビーちゃんの
豆まき

funfunくらぶ
～脳トレ
　 2011⑤～

おもちゃ病院

誕○

○体

○栄

○子

○子

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

つどいの広場

ワイワイくらぶ
つどいの広場

○歌つどいの広場リトミック
ふれあい教室Ａ
（勝山ふれあいドーム）

親子ふれあい教室Ｂ
つどいの広場
クラブ富士山・
バレエ

親子ふれあい教室A
つどいの広場
クラブ富士山・
バレエ

親子ふれあい教室B
育児学級

10 11875 96

27 28252422 2623

3 42/13129 230

問い合わせ先　☎72-6053
富士河口湖町船津1754

✆公衆電話はありませんが、１回10円で事務所
の電話を使用することが出来ます。
お気軽に声をかけて下さい。

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動してください。
※館内ではゲーム機・カードゲームを使って遊ぶこと
　ができません。ご理解・ご協力をお願いします。
※教室・イベントに参加していただいた写真をおたよ
　りなどに掲載させていただくことがあります。ご了
　承下さい。

月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時
☆12時から1時までは閉館です☆

開館時間

☆ ☆

日　時

持ち物

定　員
参加費

申込み

日　時

持ち物
申込み

定　員

持ち物 定　員

参加費

日　時
対　象
参加費

申込み 参加費定　員

あつまれ！こどみん
愛情たっぷり☆バレンタイン
あつまれ！こどみん
愛情たっぷり☆バレンタイン
あつまれ！こどみん
愛情たっぷり☆バレンタイン～光美先生のアクティビティ～

からだであそぼ♥
～光美先生のアクティビティ～
からだであそぼ♥

～光美先生のアクティビティ～
からだであそぼ♥

こどみら豆まき大会こどみら豆まき大会こどみら豆まき大会

★1/22～2/11のカレンダー★

日　時マムベビー

ベビー

こどみらマムベビー&ベビーキッズこどみらマムベビー&ベビーキッズこどみらマムベビー&ベビーキッズ

1/26（木）午後1時30分

日　時 1/26・2/16（木）午前11時
日　時 2/21（火）午前11時キッズ

持ち物バスタオル

＜休館日＞

２月１１日(土)

～1時から3時～
クラブ富士山・
バレエ

大好きなお父さん♥おじいちゃんに愛情
がギューッと詰まった手作りチョコをプレ
ゼントしてみませんか？
男の子も大歓迎です！寒い日が続き体調管理が難しくなるこの時期。体

と心を十分に動かしてポカポカの元気いっぱい
親子を目指しましょう！心の相談員としてもご活
躍される渡辺光美先生が指導してくれます。

２月３日は節分の日。１年ケガなく、楽しく過
ごせるよう豆をまいて福を呼び込みましょう。
豆まきの後は何度遊んでも楽しい＜昔遊びコ
ーナー＞で思い切り楽しんでください。

1月22日（日）　午後２時～
乳幼児～小学生までの親子10組
なし
タオル・飲み物・動きやすい服装
受付中
（定員になり次第締め切りとさせていただきます）

2月５日(日)
午前10時30分～
幼児親子15組
2０0円
エプロン等料理のできる服装・
バンダナ・マスク・タオル・飲み物
1/24(火)　12時～

 

 

★寒さに
負けずに元気に遊ぼう★寒さに
負けずに元気に遊ぼう★寒さに
負けずに元気に遊ぼう

1月29日（日）午後2時～
幼児親子・小学生
　　　　　　  なし　

日　時
定　員

ぷち相談会ぷち相談会ぷち相談会
川辺先生をお迎えする今年度最終回のテー
マは『赤ちゃん返り』。テーマの後、先生から
気になるわが子の様子等のアドバイスをいた
だきます。お気軽にどうぞ・・・

パワーあふれる小学生とは別にゆったりした時
間をお届けします。親子で豆まきをして1年の
無事を願ってみませんか・・・

 2月7日(火)午前10時30分
乳幼児親子20組
受付中 　　　　　　　  なし　申込み

日　時
対　象

2月2日（木）午前1１時～
乳幼児親子
 　　　　　　 なし　

持ち物参加費

どの教室も申し込み・定員・参加費などありません
ので、お気軽にお越しください・

鬼は外！
福は内！

鬼は外！
福は内！

こどみ
ら

こどみ
ら

ベビーちゃんのまめまきベビーちゃんのまめまきベビーちゃんのまめまき福が来
ますよ

うに♪

福が来
ますよ

うに♪
乳幼児親子と小学生対象 乳幼児親子対象

12月18日に行われたクリスマス会の
様子です。
午前：幼児親子の≪家族deクリスマス≫
には約180人、午後：小学生の≪クリス
マス会≫には約90人の方が参加してく
れ、こどみらを支え続けてくれるF.K.は
んず・高校生ボランティアスタッフととも
に大いに盛り上がりました！！
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31日(火)は館内整理日のため
休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp
http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

17日 (　　　　　　  )

19日 (午後3時30分～)月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会

1月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎

1月24日（火）うさぎのおやこ
1月10日（火）ブラウンベア（えいご）

1月14日（土）
1月28日（土）

パパのえほんタイム
エトワールの会

申込み・問い合わせ／生涯学習館

日時：1月28日（土） 午後2時～
場所：生涯学習館　学習室１
課題：「ケインとアベル　上下巻」
　　　　　ジェフリー・アーチャー 著

　　　

1冊の本から見える、いろんなキモチ。

第60回読書会第60回読書会第60回読書会

河口 4時15分～
大石 4時45分～

新規参加者大募集！！

●0・1・2・3歳対象〈午前10時30分～〉

●幼児～小学生低学年対象
〈午後1時30分～〉

 

第２０回 小さな冬の朗読会第２０回 小さな冬の朗読会第２０回 小さな冬の朗読会
素敵なひとときで心をリラックスしてみませんか？
ぜひお誘い合わせて来てください。

日時：1月22日(日)　午後2時～
場所：富士河口湖町生涯学習館　学習室１
内容：「赤いろうそくと人魚」小川未明著　読み手：渡辺淑子さん
　　 「今昔物語」田辺聖子著　読み手：鈴木若子さん

日　時：平成24年2月17日（金）　午前10時30分～
　　　　『仕掛け絵本の製本』
　　　　平成24年2月24日（金）　午前10時30分～
　　　　『中身の制作と発表』
場　所：富士河口湖町生涯学習館　学習室1
対　象：一般の方または親子
参加費：無料　　　　　　　　　　　　　　　
もちもの：牛乳パック1000ｍｌ用2個・洗濯バサミ2個・カッター・ハサミ・ものさし
　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

親子でからくり絵本に挑戦！！ 『牛乳パックの不思議な絵本教室』親子でからくり絵本に挑戦！！ 『牛乳パックの不思議な絵本教室』
牛乳パックを使って簡単にできる仕掛け絵本・・・写真を貼ってオリジナルなアルバムにもなっちゃう！

くるくる開いて
面白い♪

簡単にできちゃう

見本は生涯学習館のカウンターにあります。

親子で挑戦！
『年賀状製本教室』
親子で挑戦！

『年賀状製本教室』
親子で挑戦！

『年賀状製本教室』
日　時：平成24年1月21日（土）午後１時～
場　所：富士河口湖町生涯学習館　学習室1
講　師：芽吹きの会
対　象：一般の方または親子
参加費：500円
持ち物：はさみ・新聞紙3枚
　　　  刷毛または太い筆・かなづち・年賀状
定　員：20名

絵本を読む会

絵本の奥深さや楽しさを味わいませんか？（全６回）

日　時：2月 9日（木）、2月16日（木）
　　　  2月23日（木）、3月  1日（木）
　　　  3月  8日（木）
　　　  午前10時30分～（１時間程度）

対　象：絵本に興味のある方
場　所：富士河口湖町生涯学習館　学習室1
※６回目は、別メニューで実施。
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富
士
河
口
湖
町
女
性
交
流
セ
ン
タ
ー

通
信

〈わが町の戦後史〉
～戦中・戦後の記憶をたどって～
〈わが町の戦後史〉
～戦中・戦後の記憶をたどって～

　
昭
和
十
九

年
　
私
が
十

九
の
春
だ
っ

た
。
当
時
、

村
に
在
っ
た

生
和
産
業
会

社
に
私
は
働

い
て
い
た
。

そ
の
頃
挺
身

隊
に
入
る
人
が
多
か
っ
た
。
挺
身
隊
に
入
れ
ば
何
処

に
配
属
さ
れ
る
か
、
遠
い
地
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
の

で
、
私
は
、
富
士
吉
田
の
武
蔵
航
空
会
社
へ
志
願
し
て

入
っ
た
。
す
る
と
直
ぐ
研
修
の
為
群
馬
県
の
館
林
に

行
っ
た
。
門
を
出
入
り
す
る
に
も
、
直
立
し
て
兵
隊
さ

ん
と
同
様
の
敬
礼
を
し
て
い
た
。
三
ヶ
月
間
の
実
習
を

終
え
て
武
蔵
航
空
に
戻
っ
て
き
た
。

　
会
社
は
松
林
に
接
し
て
い
て
、
大
き
な
棟
が
幾
棟

も
あ
り
、
私
達
は
、
飛
行
機
の
尾
翼
の
桁
の
リ
ベ
ッ

ト
と
い
う
釘
を
打
つ
仕
事
だ
っ
た
。
当
時
は
河
口
村

か
ら
の
若
い
人
が
多
く
い
て
、
会
社
の
バ
ス
で
通
っ

た
。
梅
干
の
日
の
丸
弁
当
で
殆
ど
は
麦
飯
だ
っ
た
。

服
装
は
白
い
服
だ
と
敵
機
に
見
つ
か
り
や
す
い
か
ら

と
、
娘
た
ち
も
黒
っ
ぽ
い
服
を
着
て
い
た
。
夜
は
燈

火
管
制
下
で
電
灯
に
覆
い
を
か
け
、
暗
い
室
に
し
て

い
た
。

　
昭
和
二
十
年
七
月
二
十
九
日
、
河
口
の
太
々
御
神

楽
祭
り
の
翌
日
の
事
だ
っ
た
。
武
蔵
航
空
で
朝
か
ら

防
空
演
習
が
あ
り
、
会
社
か
ら
避
難
し
て
山
際
の
堀

に
身
を
低
く
し
て
い
た
が
、
訓
練
が
終
っ
た
時
、
本
当

の
警
戒
警
報
が
発
令
さ
れ
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
。
副
社

長
か
ら
の
指
令
で
会
社
の
部
所
に
付
け
と
言
わ
れ
、

急
ぎ
戻
っ
た
。
私
が
北
の
棟
か
ら
リ
ベ
ッ
ト
の
釘
を
持
っ

て
現
場
に
入
っ
た
そ
の
時
、
空
襲
だ
っ
た
。

　
物
凄
い
音
と
共
に
あ
た
り
が
真
暗
に
な
り
、
何
も

見
え
な
く
な
り
、
一
瞬
気
を
失
っ
た
。

　
し
ば
ら
く
し
て
梅
子
姉
さ
ん
の
声
が
し
た
。「
お
め

え
、
お
ら
ー
や
ら
れ
た
よ
う
だ
わ
ぁ
」「
う
ん
お
れ
も

よ
」
と
言
い
か
け
、
膝
の
裏
あ
た
り
の
血
の
ぬ
る
ぬ
る

し
た
所
に
手
を
触
れ
た
。
身
ぶ
る
い
し
な
が
ら
、
這
う

よ
う
に
し
て
立
上
っ
た
。
見
る
と
窓
の
ガ
ラ
ス
は
全
く

無
く
一
面
に
か
け
ら
が
散
乱
し
、
そ
の
間
に
人
が
倒

れ
う
つ
伏
せ
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
隣
の
う
つ
伏
せ
の
人

の
背
中
か
ら
臓
器
が
と
び
出
し
て
い
た
。
出
口
近
く

に
先
程
ま
で
話
を
し
て
い
た
監
督
さ
ん
が
倒
れ
て
血

を
流
し
て
い
る
。
そ
の
時
ず
っ
と
向
う
の
方
か
ら
「
持

田
さ
ん
助
け
て
ぇ
！
」
と
叫
ぶ
女
子
職
員
の
声
が
し

た
。
監
督
の
持
田
さ
ん
は
う
め
き
な
が
ら
そ
の
方
に

足
を
引
き
ず
り
向
っ
て
行
こ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
後

で
、
さ
っ
き
ま
で
一
緒
だ
っ
た
今
ち
ゃ
ん
（
古
屋
今
子

さ
ん
）
が
「
や
わ
さ
ん
助
け
て
ぇ
」
と
息
た
え
だ
え
に

叫
ん
だ
声
が
今
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。
や
わ
さ
ん
と
私

は
、
足
を
引
き
ず
っ
て
、こ
の
地
獄
か
ら
追
わ
れ
る
よ

う
に
松
林
へ
向
か
っ
た
。

　
松
林
の
中
は
町
か
ら
駈
け
付
け
て
き
た
救
護
の
人

達
が
い
て
、
私
は
直
ぐ
に
担
架
で
運
ば
れ
、
吉
田
病

院
に
護
送
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。

　
病
院
の
中
は
血
ま
み
れ
の
重
傷
者
が
廊
下
ま
で
あ

ふ
れ
て
い
た
。
今
ち
ゃ
ん
は
こ
の
後
病
院
に
運
ば
れ

た
。
兄
さ
ん
が
駆
け
つ
け
て
来
て
、
医
者
の
説
明
を

聞
い
た
処
「
足
だ
け
な
ら
直
ぐ
足
を
切
る
手
術
を
す

れ
ば
命
は
助
か
る
が
、
機
銃
掃
射
の
弾
が
心
臓
を
通

っ
て
足
か
ら
出
て
い
る
の
で
・
・
・
・
」
と
言
わ
れ

た
。
そ
の
直
後
歩
い
て
駈
け
つ
け
て
き
た
母
親
が
門

か
ら
入
る
な
り
「
お
ら
ん
の
今
子
は
ど
こ
ず
ら
ー
今

子
！
今
子
！
」
と
叫
ん
で
入
っ
て
き
た
。

　
後
で
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
こ
の
時
松
林
に
運

ば
れ
た
死
体
は
、
十
二
人
だ
っ
た
。
私
た
ち
の
指
導

を
し
て
い
た
人
は
群
馬
か
ら
来
て
三
日
目
に
こ
の
地

に
運
ば
れ
て
亡
く
な
っ
た
。

　
私
は
病
院
の
白
い
壁
が
恐
ろ
し
か
っ
た
。
入
院
す

る
と
白
い
壁
が
目
立
つ
か
ら
、
爆
弾
を
落
さ
れ
る
か

ら
と
私
は
「
入
院
す
る
の
は
厭
だ
」
と
言
い
張
っ
た
。

河
口
村
に
高
橋
元
真
軍
医
が
診
療
所
に
居
る
の
で
帰

れ
る
事
に
な
っ
た
。

　
そ
の
後
三
ヶ
月
間
私
は
床
に
つ
き
、
天
井
を
見
て

過
し
た
。
診
療
所
に
行
く
時
は
、
父
と
兄
が
リ
ヤ
カ

ー
に
乗
せ
て
く
れ
て
診
察
を
受
け
た
。
私
の
大
腿
部

の
肉
と
皮
の
間
に
、
未
だ
そ
の
時
の
弾
が
入
っ
て
い

る
。
黒
く
コ
リ
コ
リ
し
た
堅
い
か
た
ま
り
と
な
っ
て

共
に
あ
れ
か
ら
六
十
六
年
の
今
も
戦
の
傷
跡
と
な
っ

て
残
っ
て
い
る
。
今
私
が
生
き
て
い
ら
れ
る
の
は
、

家
族
に
恵
ま
れ
た
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

河
口
　
梶
原
さ
き
子

だ
い 

だ
い 

お   

か
ぐ

ら
　
ま
つ

テ
ー
マ
「
戦
中
・
戦
後
の
記
憶
を
た
ど
っ
て
」

　
文
題
は
自
由

　
募
集
対
象
　
75
歳
以
上
　
男
女

　
字
　
数
　
　
原
稿
用
紙
三
枚
以
内

　
　
　
　
　
　
短
編
も
可

　
届
け
先
　
企
画
課
・
セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み

　
問
合
せ
　
電
話
７
２‐

１
１
２
９
（
企
画
課
）

寄
稿
の
お
願
い
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　

勝
山
地
区
に
所
在
す
る
町
内
唯
一
の
国
指
定
重

要
文
化
財
（
建
造
物
）
が
建
立
さ
れ
て
か
ら
今
年

で
ち
ょ
う
ど
四
百
年
を
迎
え
ま
し
た
。
町
内
に
現

存
す
る
建
造
物
と
し
て
は
最
古
に
位
置
付
け
ら
れ

ま
す
。
今
か
ら
四
百
年
前
は
、
江
戸
時
代
の
初
頭

に
あ
た
り
ま
す
。
建
立
は
、
慶
長
十
七
年
（
一
六
一

二
）
で
、
江
戸
幕
府
が
開
か
れ
て
間
も
な
い
頃
で
す
。

そ
の
頃
、
現
在
の
山
梨
県
の
東
部
地
域
に
は
谷
村

藩
が
置
か
れ
、
領
主
に
は
鳥
居
土
佐
守
成
次
が
就

い
て
お
り
ま
し
た
。
冨
士
御
室
浅
間
神
社
の
本
殿
は
、

領
主
で
あ
る
鳥
居
土
佐
守
成
次
に
よ
り
建
立
さ
れ

た
こ
と
が
棟
札
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
昭

和
六
十
年
（
一
九
八
五
）
に
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
際
に
建
立
年
代
の
確
定
資
料
と
な
り
、
指

定
の
カ
ギ
に
な
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

さ
て
、
重
要
文
化
財
冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
殿

は
、
現
在
里
宮
の
境
内
地
に
あ
り
ま
す
が
、
建
立

当
初
か
ら
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
ま
で
は
、

富
士
山
の
二
合
目
に
あ
り
ま
し
た
。
富
士
山
の
二

合
目
は
、
標
高
約
一
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
り
、

冬
場
の
積
雪
も
山
麓
よ
り
は
多
く
、
建
造
物
を
維

持
し
て
い
く
う
え
で
は
、
決
し
て
良
い
条
件
と
は

い
え
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
条
件
の
も
と
で
、
約

三
百
六
十
年
の
歳
月
を
経
て
き
ま
し
た
。
木
造
建

築
は
、
修
理
を
行
わ
な
い
と
永
く
保
存
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
雨
、
雪
に
よ
る
腐
食
、
風
に
よ

る
破
損
な
ど
、
時
代
を
経
れ
ば
経
る
ほ
ど
修
理
に

は
多
大
な
労
力
と
費
用
を
要
し
ま
す
。
日
本
古
来

の
文
化
と
し
て
、
木
造
建
造
物
は
修
理
を
繰
り
返

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
奈
良
県
の
法
隆
寺
な
ど
の
歴

史
的
な
木
造
建
造
物
も
こ
れ
ま
で
に
何
度
も
修
理

を
さ
れ
て
現
在
に
ま
で
残
さ
れ
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
殿
も
例
外
で
は
な
く
、

何
度
も
修
理
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
記
録
上
確

認
が
で
き
る
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
元
文
五
年
（
一
七
四
〇
）
村
上
光
清
（
富
士
講
の

　
　
中
興
）
に
よ
る
修
理
事
業
。

●
寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
江
戸
小
伝
馬
町
の
村
上

　
　
光
清
代
の
富
士
講
信
者
が
、
御
室
修
復
を
願
い
出

　
　
た
の
で
、こ
の
許
可
を
得
て
工
事
に
着
手
。

●
享
保
元
年
（
一
八
〇
一
）
冨
士
御
室
浅
間
神
社
が

　
　
大
破
（
原
因
は
不
明
）
。
自
力
造
営
が
不
可
能
で
あ

　
　
る
と
市
川
・
石
和
・
甲
府
代
官
所
へ
勧
化
の
上
申
。
　

　
　
そ
の
上
申
の
許
可
を
得
て
、
甲
斐
国
一
円
に
勧
化
。

●
昭
和
四
十
八
年
（
一
九
七
三
）
〜
四
十
九
年
（
一
九

　
　
七
四
）
永
久
保
存
を
図
る
た
め
解
体
さ
れ
里
宮
に

　
　
移
築
。
復
元
。

●
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
　
塗
装
及
び
部
分
修
理
工

　
　
事
を
実
施

　

冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
殿
が
四
百
年
も
の
年
月

を
経
て
現
在
に
至
る
ま
で
繰
り
返
さ
れ
た
修
理
の

履
歴
に
は
、
富
士
山
信
仰
や
文
化
財
の
保
存
の
仕

組
み
の
歴
史
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
立
は
江

戸
時
代
初
頭
の
領
主
の
寄
進
で
あ
り
、
領
主
が
富

士
山
を
崇
拝
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
ま
す
。
元
文

・
寛
保
年
間
の
修
復
に
は
、
富
士
講
の
中
興
が
関

わ
っ
て
お
り
、
当
時
の
富
士
講
が
熱
心
に
修
復
に

尽
力
し
た
姿
が
浮
か
び
ま
す
。
享
保
年
間
の
修
理

で
は
、
甲
斐
国
一
円
か
ら
修
理
費
が
募
ら
れ
て
お

り
、
地
域
を
上
げ
て
守
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
昭
和
の
解
体
移
築
で
は
、
昭
和
四
十
二

年
（
一
九
六
七
）
に
県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
県
費
補
助
に
よ
っ
て
事
業

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
移
築
さ
れ
て
か
ら
約
十
年

を
経
て
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
平
成
七

年
の
修
理
に
は
国
庫
補
助
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

修
理
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
時
代
的
背
景
が
関
わ

り
ま
す
が
、
何
よ
り
地
域
の
先
人
た
ち
が
建
造
物

を
守
ろ
う
と
努
力
を
重
ね
て
き
た
こ
と
が
根
底
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
努
力
の
結
果
、
貴
重
な
文
化
財

が
四
百
年
も
の
時
代
を
超
え
て
現
在
も
我
々
が
そ

の
姿
を
実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

四
百
年
間
守
ら
れ
て
き
た
貴
重
な
文
化
財
を
今

後
も
末
永
く
後
世
に
ま
で
残
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
文
化
財
の
保
護
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　
　
　

　

（
富
士
河
口
湖
町
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
）

建
立
四
百
周
年
を
迎
え
た
重
要
文
化
財

　
―
冨
士
御
室
浅
間
神
社
本
殿
―

文
化
財
建
造
物
の
保
存
と
修
理
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